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水都やながわ information
柳川市民文化会館　

問い合わせ
☎73・7777

【開館時間】�午前 9 時～午後 10 時、月曜休館
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　柳家花
か ろ く

緑とその一番弟子で本市出身の台所おさんに
よる落語イベントを開催します。
●日時　2 月 26 日（日）、午後 1 時 30 分開演（開場
は 30 分前）
●入場料　全席指定 4000 円。未就学児入場不可
●前売券販売　12 月 3 日（土）、午後 2 時から市民文化
会館で販売開始

柳川とっておき歴史の話－立花宗茂外伝－最終回 
【問】市観光課観光推進係（☎ 77・8563）

●日時・料金　12 月 16 日（金）、
午後 7 時～（約 60 分）、無料
●出演　フルート奏者深町まどか

第3
金曜 ロビーコンサート

ロビコン

詳しくは、同館の公式サイトで確認できます。

●日時・料金　12 月 21 日（水）、
①午前 10 時～②午前 11 時～

（各 30 分）、1 組 500 円

第3
水曜 リトミックひろば

リトミック

　　　　定例イベントsuito

楽器体験ワークショップ参加者募集
　事前に市民文化会館へ電話で申し込みが必要です。
●体験楽器　ヴァイオリン、ヴィオラ、チェロ
●日時　12 月 17 日（土）、午後 1 時 30 分～
●対象　子どもから大人まで誰でも参加可、定員 15 人
●参加費　一般 2000 円、高校生以下 1000 円（付き
添い無料）

演奏のコツをプロが伝授

　ヴェネツィア、カンヌなどの国際映画祭で高い評価
を受けるチャン・リュル監督の最新作「柳川」。全国
公開に先立ち市民文化会館で上映会を開催します。ヒ
ロインは中国で絶大な人気を誇る女優ニー・ニー。福
岡出身の若手俳優、池松壮亮さんも出演しています。
　アジアの街を独自の感性で描いてきた同監督が市内
で撮影したこの作品は、ロケ地がそのままタイトルと
なった稀なケース。作品鑑賞を通して、柳川の良さを
再認識しませんか。来館をお待ちしています。
●日時　12 月 20 日（火）～ 23 日（金）、①午後 2 時
～②午後 7 時～
●入場料　▷一般＝ 1500 円（当日券 1800 円）▷学
生＝ 1000 円▷中学生以下＝無料
●前売券販売　市民文化会館で販売中

映画「柳川」
先行上映会を
柳川で開催

市内で撮られた映画を
一足先に鑑賞しよう

ロケ地柳川が
映画のタイトルに 柳家花緑・台所おさん「親子会」

柳家花緑柳家花緑 台所おさん台所おさん

白秋へのオマージュ巡回展
　北原白秋没後 80 年にあわせて 11 月
に福岡文化連盟が福岡市美術館などで
開催した「北原白秋へのオマージュ」展。
そのとき展示された作品の巡回展が市民文化会館へやっ
てきます。作品を実際に見て、作品に込められた白秋へ
の想いを感じ取ってみませんか。入場無料です。
●日時　12 月 20 日（火）～ 25 日（日）、午前 10 時～
午後 5 時

多様なジャンルで白秋の魅力に迫る

柳川が生んだ落語家を見に行こう
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